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連
日
の
寒
さ
に
春
を
待
ち
遠

し
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
希

望
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
新
年
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
５
月
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５

類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
の
夏
祭
り
や
文
化
祭
は
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
か
た
ち
で
開
催

さ
れ
、ま
ち
は
活
気
に
満
ち
て
、

幸
せ
そ
う
な
笑
顔
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
歩
み
を
止
め
ず
持

続
可
能
な
か
た
ち
を
模
索
し
、

歴
史
と
伝
統
を
積
み
重
ね
て
こ

ら
れ
た
実
行
委
員
会
の
皆
様

と
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
町
民
の
皆
様
の
賜
物
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

瑞
浪
市
は
、
本
年
４
月
に
市

制
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

節
目
の
年
は
、
先
人
の
た
ゆ
み

な
い
努
力
に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
と
、
次
世

代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
れ
か
ら

と
を
結
ぶ
、
飛
躍
・
発
展
の
年

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち
が
活
気

に
満
ち
て
、
皆
様
が
幸
せ
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
皆
様
と
共
に

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様

に
と
っ
て
本
年
が
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

（
Ｏ
）

毎年、各地区から一人ずつ選出されます。５月１７日に第１回の会議が開かれ、自己紹介
から始まり役員を選出し、年間の予定を立てました。
新型コロナウイルスも５類になり、まちづくり等の行事もほぼ完全な形で復活し、女性会議

も参加しました。夏祭りではかき氷とコーヒーを、文化祭ではリ
ンゴ飴とコーヒーの出店をしました。かき氷は屏風山の天然水
を使用、リンゴ飴作りは初めての体験でしたが皆さん手際よく
職人のようでした。どちらも飛ぶように売れて、町民のみなさん
に喜んで頂きました。
ドライフラワーで作る花束の飾りもの「スワッグ作り」や、小
学生が育てた米の藁

わら
で「しめ縄作り」の講座も開き、和気あ

いあいと楽しく体験できました。
１月２０日には、「大人の社会見学」で、名古屋市防災センター
や七福醸造ありがとうの里の見学に行く予定です。
女性会議は、災害時には女性目線で運営に携わって頂きたいと言う目的もあり、楽しく

親睦を深められたらと思っています。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
昨
年
五

月
の
感
染
症
法
第
５
類
へ
の
移
行
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
活
動
も
ほ
ぼ
制
限
を
無
く
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
〝
通
常
〟
が
戻
り
、
四
年
ぶ
り
の
町
民
夏
ま
つ
り
を
七

月
二
十
九
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
よ
り
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
区
推
進
委
員
さ
ん
等

の
多
く
の
方
の
協
力
に
よ
り
会
場
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
午
後
六

時
、
麗
澤
中
学
高
等
学
校
太
鼓
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
公
民
館
前

広
場
は
家
族
連
れ
や
友
達
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
で
溢
れ
ん

ば
か
り
の
光
景
で
す
。
飲
み
物
や
食
べ
物
を
手
に
笑
顔
の
花
が
咲
い

て
お
り
、改
め
て
祭
り
を
通
じ
て
繋
が
る
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

公
民
館
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
文
化
祭
は
好
天
に
恵
ま
れ
る
な

か
、
十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
の
文
化
祭

と
の
大
き
な
違
い
は
芸
能
の
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
稲
津
小
学
校
・
瑞

浪
南
中
学
校
の
名
前
が
あ
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
麗
澤
中
学
高
等

学
校
の
吹
奏
楽
部
に
も
初
め
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
祭
り
自
体
に

活
気
や
勢
い
が
生
ま
れ
会
場
内
の
雰
囲
気
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

夏
ま
つ
り
、
文
化
祭
共
に
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
う
し
た
子
供
た
ち
の
参
加
も
含
め
た
交
流
の
場
を
通
じ
て
〝
魅
力

あ
る
ま
ち
〟〝
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
〟
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
稲
津
の
ま
ち
の
十
年
後
を
見
据
え
た
「
地
域
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
の
、
地
域
の
強
み
・
弱
み
や
将

来
像
を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
や
ま
ち

づ
く
り
講
演
会
を
経
て
、
昨
年
の
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
３
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
話
し
合
い
を
進
め
ま
し
た
。
町
内

の
各
種
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
作
り
上
げ
た
地
域
計
画
は
実
現
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
作
り
あ
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
実
り
多
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
明
日
の
稲
津
を
築
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

�

理
事
長　

勝
股　
清
治

い
な
つ
フ
ォ
ー
ク

village 

２
０
２
４

う
ぇ
る
か
む
す
ぷ
り
ん
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト

問合せ　稲津公民館　☎ 68-3201（両事業は瑞浪市夢づくり地域交付金を利用しています。）

写真は昨年の様子です。

スワッグ作成

しめ縄作り

文化祭

夏まつり

第15回第23回 『
歌
は
続
き
旅
は
ま
だ
お
わ
ら
な
い
』

フ
ォ
ー
クvillage

が
ず
っ
と
続
き
ま
す
よ
う
に
願
い
を
込
め
て

小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。
各

グ
ル
ー
プ
工
夫
を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

春
は
や
っ
ぱ
り
こ
れ
を
観
な
い
と
！

日
　
時　
２
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
　
①
午
前
の
部

　
　
　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
②
午
後
の
部

　
　
　
　
　
　
13
時
～
14
時
30
分

場
　
所　
稲
津
公
民
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料　
整
理
券
は
不
要
で
す

主
　
催　
稲
津
フ
ォ
ー
ク
村
実
行
委
員
会

　
　
　
　
稲
津
ま
ち
づ
く
り
・
稲
津
公
民
館

※
詳
細
は「
月
刊
い
な
つ
び
よ
り
１
月
号
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
「
月
刊 

い
な
つ
び
よ
り
２
月
・
３
月
号
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
3
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　
開
　
場　
13
時
30
分

　
　
　
　
　
開
　
演　
14
時

場
　
所　
稲
津
公
民
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　
整
理
券
が
必
要
で
す
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いなつ まちづくり アルバム
いなつって　い・い・なっつ！！

1 年を振り返って

コンテストのハッシュタグは 　＃いいなっつ
応募期間　令和５年10月～令和６年2月２９日（木）　選考日3月中旬頃
　　　　　この期間に撮影した写真をご投稿ください。
※詳細はホームページ「いなつ日和」インスタグラムをご覧ください。

大発見！
やっぱり稲津っ

て

いいな！　

インスタグラムフォトコンテスト
� 令和５年度  第１弾  優秀作品発表

4月から９月３０日までに投稿いただいた１６点の
中から４枚の優秀作品が選ばれました。県外の
方にも投稿いただき嬉しく思っています。住み慣
れた稲津、見慣れた風景ですが、素敵な稲津を
再認識しました。
作品は文化祭で、展示の部写真展で紹介され

ました。

第２弾開催中
　大好きな稲津をみんなで楽しみましょう！
　「自然・ふれあい・歴史・笑顔など」自由なテー
マで写真を撮影、インスタグラムに投稿してくだ
さい。

月 令和5年度　事業内容

4
小里城跡祈願祭� （１日）
屏風山山開き祭� （8日）
通常総会� （25日）

5 いいなっつ農園 苗植え� （20日）

6

広報紙34号発行
春の花いっぱい事業� （1日）
稲津ふれあい映画館� （3日）
稲津町青少年育成町民会議�（8日）
屏風山登山と山の音楽会� （24日）

7
小里城跡、止静庵跡、
水洗・中学校線桜並木等整備事業�（8日）
夏まつり� （29日）

8 お年寄りと子どものふれあい広場�（29日）

10
いいなっつ農園収穫祭� （14日）
稲津町文化祭� （21,22日）
第１弾インスタグラムフォトコンテスト表彰

11 秋の花いっぱい事業� （2日）
小里川ダム湖周ウオーキング� （12日）

12 まちづくり年末イベント
「絵と音楽とお話と」� （9日）

1 広報紙35号発行

2 稲津青少年育成町民会議� （8日）
いなつフォークvillage� （11日）

3 うえるかむすぷりんぐコンサート�（16日）
第２弾インスタグラムフォトコンテスト表彰

小里城祈願祭

秋の花いっぱい事業

いいなっつ農園
収穫祭

麗澤瑞浪
吹奏学部
演奏

もち投げ

文化祭

さつまいもの苗植え

稲津ふれあい映画館

お年寄りと
子どもの

ふれあい広場

屏風山登山と
山の音楽会

春の花
いっぱい事業

環境整備

祈願
打ち上げ
花火

屏風山
山開き祭

中学校東斜面

©2022「異動辞令は音楽隊！」製作委員会

社会福祉協議会稲津支部主催

麗澤瑞浪中学
と瑞浪南中学
の代表が投げ
ました。

止静庵

6月

10月

11月

5月

4月

8月

7月
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